
（別紙様式例３）

公表日：　　3年　7月　13日 事業所名： 放課後クラブぴのきおにいはま 

はい
どちらと
もいえな

い
いいえ 工夫した点、改善点 はい

どちらと
もいえな

い
いいえ

わから
ない 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

7 1

・感染対策として部屋に分かれて密にならない学習の
方法をし対応を行っている。
・各部屋に職員が在室することが出来るように調整を
行い、室外へ出る際には職員同士で声掛けを行うこと
で児童の安全の確保が出来るようにしている。

22
・コロナで外出がむずかしくなっ
ても室内で楽しんでいるようでよ
かった。

・各部屋に分かれて一人一人のスペー
スが確保しやすいようにはその都度対
応を行っている。今後も対応を検討し
ていく。

2 職員の適切な配置 6 2
・各学校への送迎により送迎台数も多く、1対1での対
応が望ましい児童もお預かりさせていただいているた
め、もう少し居てもいいと思う。

14 1 7

・たくさんの先生によくしても
らっているが専門性はわからな
い。

・利用の児童に合わせて職員を配置する
よう対応をしている。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障が
いの特性に応じた設備整備

8
・児童に応じたスペースの確保を検討しながら対応を
行っている。
・個々での視覚資料などに対しては今後も改良に努め
ていく。

19 3
・視覚優位な息子にわかりやすく
一日のスケジュールを考えてくだ
さっていて助かっている。

・視覚的な資料に関しては個々で必要
な児童に対しては検討し改良を重ねて
いる。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動
に合わせた生活空間の確保

6 2

・玩具の消毒や天日干し、布団等の布ものに対しては
洗濯をするなど対応をおこなっている。
・防火カーペットについては対応が難しいことがある。
・古い建物であるため、建付けが悪い部分があるが安
全に気を付けている。

20 2
・トイレなどの共有の場所は清潔
を心掛けていただけると嬉しいで
す。

・アルコール消毒の徹底。使用前後の消毒など実
施し感染対策を行っている。玩具の消毒や清掃、
布類について洗濯天日干しなど清潔な利用具の対
応を心掛けている

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

8

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

8

3
職員の資質の向上を行うための研修機会
の確保

8
・コロナの影響により外部での研修
が困難であるため、内部での勉強会
を実施している。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
での児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画の作成

8 22

2

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画における子どもの支援に必
要な項目の設定及び具体的な支援内容
の記載

8 22

・アセスメントを行い、保護者・
利用児童の思いを盛り込むことの
できる計画の立案が出来るように
心掛けている。

3
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

8
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児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目
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事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

4
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画に沿った適切な支援の実施

8 1

・下校時刻が遅い場合など、予定と
していたプログラムに対して時間が
足りぐるしい場合がある。
実施日を変更したり内容を工夫した
りなどの対応を行っている。

22

5 チーム全体での活動プログラムの立案 9

・朝礼、夕礼により児童の様子を話し
合い、支援MTGを定期的に実施する
ことにより個々に必要な支援内容の
把握に努めている。

6
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

9

・コロナの影響により外出を控えた室
内での活動をおこなっているため外
部施設との活動は行うことが出来て
いない。

19 3
・日々の活動に変化を持たせいろ
いろなことに挑戦できるようにプ
ログラムしている。

7
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

7 1

・全体での活動が難しい状況にある
ため、各部屋での活動を行ったり事
前の予定と変更になることもあるが
児童へわかりやすく伝わるような工
夫を行っている。

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹
底

8

9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの
情報の共有化

8
・夕礼による振り返りや申し送りノー
トを活用することにより情報の共有を
行っている。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

7 1

来所からの様子がわかるよう支援書
類の内容を記載している。
夕礼においても個々の様子を振り返
り申し送りノートへ記入している。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス計
画の見直し

8

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス
担当者会議への参画

8

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

7 1

・医療ケアは必要であるが、支援の
提供時間内でのケアは不要であり実
施をするに至ってはいないが、保護
者を通じての情報供給を行ってい
る。
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区分 チェック項目

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡
体制の整備

7 1

・保護者を通じての情報共有を行っ
ている。
・内服薬の増減など保護者と連絡を
取りながら利用時の利用時の様子
に気を付けるようにしている。

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイ
サービス事業所からの円滑な移行支援の
ため、保育所や認定こども園、幼稚園、小
学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

8

5
他の障害福祉サービス事業所等への円
滑な移行支援のため、それまでの支援内
容等についての十分な情報提供

8

6
児童発達支援センターや発達障害者支援
センター等の専門機関と連携や、専門機
関での研修の受講の促進

7 1
・施設内での情報共有は行うよう努
力しているが、外部への研修へ参加
することに対しては控えている。

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等
デイサービスの場合の放課後児童クラブ
や児童館との交流など、障がいのない子
どもと活動する機会の提供

6 1 1

・大勢の児童との交流にはなってい
ない。
・検討を行っているが、全体での活
動としての実施には至っていない。

8 2 12 ・今は難しいと思う
・現時点でのコミュニケーション
の機会の検討は困難。今後も引き
続き検討を行っていく。

8
事業所の行事への地域住民の招待など
地域に開かれた事業の運営

7 1
・デイサービスへの訪問は自粛して
おり、実施できていない。
・招待をすることはできていない。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁
寧な説明

8 19 2 1

・コロナの影響により施設内での
説明を行うことはできなかった。
支援に対しての内容を細かく伝え
ることが出来るように今後も努め
る。

・コロナの影響により施設内での
説明を行うことはできなかった。
支援に対しての内容を細かく伝え
ることが出来るように今後も努め
る。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画を示しながらの支援内容の
丁寧な説明

8
・コロナの影響により支援会議、モニ
タリングなど時間を多く持つことは出
来ていない。

22

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング等
の支援の実施

7 1

・日々の様子については報告を行っ
ているが、保護者の対応力の向上を
図る観点では実施をすることはでき
ていない。
・困りごとに対しての相談協力は行っ
ている。

12 4 3 3

・日々の報告を行うことで情報の
共有ができるように努めている
が、ペアレントトレーニングを行
うことまでは至っていない。
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4
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

8 20 1 1
・コミュニケーションの時間を大
切にし、情報共有を行うことが出
来るように努めている。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談への適切な対応と必要な助言の実施

8 17 2 3

・話しやすい環境づくりが出来る
ように努めている。
面談をおこなうことが難しく、電
話でお話を聞かせてもらうことは
あった。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の
開催による保護者同士の連携支援

6 2

・参観日型やお誕生日会など検討を
重ねているが時間帯や人数などをふ
まえると実施には至っていないた
め、送迎時や連絡ノートにより日々
の様子や困りごとへの相談に応じる
よう努めている。

4 3 5 8
・コロナなので集まることが難し
いと思う。

・参観日やお誕生日会などの検討は
行っているが、密を回避しながらの実
施が難しい状況。
・困りごとや相談事などのを募りなが
ら保護者の方々との連携ができる方法
を検討している。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対応

8 16 1 5

・特に苦情があったことがない。
・集金を引き落としにしてほし
い。小銭を作ることが難しい。

・その都度職員と話し合いを行い、改
善に努めている。

8
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮

8 22

・ノートでの連絡や送迎時のコ
ミュニケーションを行い、情報の
共有が出来るように今後も努めて
いく。

・ノートでの連絡や送迎時のコ
ミュニケーションを行い、情報の
共有が出来るように今後も努めて
いく。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ど
もや保護者への発信

8 20 2

・毎月2回以上ホームページの更
新や毎月の通信の裏を活用して活
動の様子を掲示している。

・毎月2回以上ホームページの更
新や毎月の通信の裏を活用して活
動の様子を掲示している。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 8 20 2
・個人情報書類に関しては鍵のあ
る場所へ保管を行っている。

・個人情報書類に関しては鍵のあ
る場所へ保管を行っている。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルの策定と、職員や
保護者への周知徹底

8

・保護者に周知はできていないと思
われる。
・災害時の実際の受け渡し訓練など
検討していく予定。

17 1 4
・意識して確認ができていない

・保護者への周知は行うことが出
来ていない。
・周知できる方法を検討してい
く。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避
難、救出その他必要な訓練の実施

8 16 6

・年2回以上の訓練の実施は行っ
ているが、引き渡し訓練等は実施
に至っていないため今後の課題と
して検討を行う。
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3
虐待を防止するための職員研修機会の確
保等の適切な対応

8 21 1
・楽しみとなる場所づくりを行っ
ていく。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス計
画への記載

8 22
・いつもありがとうございます。

・今後も情報共有を行いながら満
足していただける支援を提供でき
るように努力していきます。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

7 1
・医師の指示を直接仰ぐことはない
が保護者からの情報の聞き取りを
行っている。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

8
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